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恒
例
の
組
合
研
修
旅
行
は
、

今
年
も
六
月
十
七
日(

土)

、
十

八
日(

日)

の
二
日
間
、
茨
城
県

で
開
催
さ
れ
、
組
合
員
、
協
賛

会
員
の
参
加
で
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

一
行
は
十
七
日
の
朝
九
時
に

バ
ス
で
上
野
を
出
発
、
最
初
の

見
学
先
の
茨
城
県
古
河
市
に
あ

る
「
ト
モ
エ
乳
業
」
の
工
場
を

見
学
し
ま
し
た
。

到
着
後
す
ぐ
に
説
明
員
さ
ん

か
ら
、
同
社
は
昭
和
十
六
年
に

乳
加
工
乳
の
処
理
販
売
及
び
食

肉
ハ
ム
の
製
造
販
売
を
開
始
し
、

昭
和
三
十
一
年
に
牛
乳
専
業
メ

ー
カ
ー
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を

切
り
、
平
成
二
十
五
年
の
第
二

工
場
建
設
に
よ
り
、
一
市
乳
工

場
で
は
現
在
日
本
一
の
規
模
を

誇
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
同
社
は
広
告
宣
伝
費

は
一
切
な
く
、
そ
の
分
低
価
格

で
商
品
を
提
供
し
て
お
り
、
牛

乳
か
ら
乳
製
品
、
ア
イ
ス
コ
ー

ヒ
ー
、
一
〇
〇
％
果
汁
、
野
菜

飲
料
、
カ
ッ
プ
飲
料
な
ど
幅
広

い
商
品
を
製
造
し
て
お
り
、
こ

れ
以
外
に
も
大
手
の
メ
ー
カ
ー

の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
造
も
し
て
お
り
、

日
本
全
国
の
大
半
の
牛
乳
、
乳

製
品
が
同
社
の
製
造
で
あ
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ら
に
驚
い
た
の
は

そ
の
品
質
管
理
で
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
で
運
ば
れ
て
き
た
原
乳

は
こ
の
時
点
で
成
分
や
最
近
な

ど
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、 

そ
れ
に
合
格
し
た
も
の
だ
け
が

工
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
庫
リ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
い
う
機
械
で
生

乳
を
高
速
回
転
し
、
目
に
見
え

な
い
ゴ
ミ
を
取
り
、
そ
の
後
緒

乳
タ
ン
ク
へ
と
送
ら
れ
る
。

そ
の
後
脂
肪
分
を
細
か
く
粉

砕
し
て
、
一
三
〇
度
の
高
い
温

度
で
二
秒
殺
菌
し
、
そ
の
後
貯

乳
タ
ン
ク
へ
送
ら
れ
て
充
て
ん

作
業
に
な
る
。

も
っ
と
も
驚
い
た
の
は
、
製

品
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
ま
で
に

特
別
な
検
査
員
が
二
回
も
口
に

含
ん
で
味
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
官

能
脳
検
査
と
い
う
工
程
が
あ
る

こ
と
で
、
こ
こ
で
三
人
が
三
十

以
上
の
項
目
を
口
に
含
ん
で
チ

ェ
ッ
ク
し
て
、
三
人
が
Ｏ
Ｋ
を

出
し
て
初
め
て
製
品
と
し
て
出

荷
さ
れ
る
と
聞
い
て
一
同
は
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
牛
乳
と
乳
製
品
の
違

い
や
、
昔
は
風
呂
上
り
に
飲
ん

で
い
た
「
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
」
は

現
在
で
は
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
と
し

ん
表
示
で
き
な
い
こ
と
や
、
紙

パ
ッ
ク
の
牛
乳
の
開
け
口
に
木

の
込
み
が
あ
る
の
は
目
の
見
え

な
い
人
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、

開
け
口
に
な
る
方
に
は
接
着
剤

と
し
て
使
っ
て
い
る
ラ
ミ
ネ
ー

ト
フ
ィ
ル
ム
が
薄
く
塗
布
さ
れ

て
い
る
た
め
に
開
け
や
す
い
こ

と
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
勉
強

し
ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
一
五
〇
カ
国
か

ら
収
集
し
た
、
酪
農
乳
業
に
関

す
る
珍
し
い
品
が
五
千
点
以
上

が
展
示
さ
れ
て
い
る
、
日
本
唯

一
の
牛
乳
・
乳
業
の
博
物
館
も

見
学
し
ま
し
た
。
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同
博
物
館
は
牛
の
種
類
と
進

化
、
牛
と
宗
教
、
世
界
と
日
本

の
酪
農
器
具
、
世
界
と
日
本
の

牛
乳
加
工
器
具
、
牛
乳
の
流
通

器
具
、
そ
の
他
牛
乳
関
連
品
の

六
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て

お
り
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
世

界
の
牛
乳
の
歴
史
が
一
目
で
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

一

行

は

最

後

に

お

土

産

ま

で
い
た
だ
き
、
次
の
見
学
先
の

「
つ
く
ば
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
に

向
か
い
、
日
本
の
宇
宙
技
術
の

最
先
端
を
見
学
し
、
午
後
四
時

前
に
宿
泊
先
の
「
ロ
ッ
ク
ヒ
ル

ホ
テ
ル
」
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 

午
後
六
時
か
ら
は
恒
例
の
懇

親
会
と
な
り
、
初
め
に
平
山
理

事
長
が
挨
拶
し
、
協
賛
会
の
恩

田
博
氏
の
音
頭
で
全
員
で
乾
杯

し
、
そ
の
後
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会

と
な
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
午
後
九
時
前
に
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
ゴ
ル
フ
組
は
第
一
〇

八
回
ラ
ベ
ル
会
を
開
催
し
、
観

光
組
は
、
袋
田
の
滝
と
龍
神
大

吊
橋
を
見
学
し
、
午
後
四
時
過

ぎ
に
ゴ
ル
フ
組
と
合
流
し
、
午

後
七
時
半
に
上
野
駅
に
到
着
開

催
し
ま
し
た
。
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

第
一
〇
八
回
ラ
ベ
ル
会 

 

平
山
理
事
長
が
優
勝 

 

第
一
〇
八
回
ラ
ベ
ル
会
は
、

翌
日
の
十
八
日(

日)
 

午
後
八

時
三
十
二
分
に
、「
ロ
ッ
ク
ヒ
ル

カ
ン
ト
リ
ー
俱
楽
部 

ロ
ッ
ク

コ
ー
ス
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、

十
八
ホ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
で
行
わ
れ
、
見
事
平
山
理

事
長
が
四
九
、
四
六
の
グ
ロ
ス

九
五
、
ネ
ッ
ト
七
七
で
初
優
勝

し
ま
し
た
。 

ロ

ッ

ク

コ

ー

ス

と

い

う

だ

け
あ
っ
て
、
岩
場
を
切
り
開
い

て
造
成
し
た
ゴ
ル
フ
場
で
、
コ

ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
苦
労

す
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

成
績
は
次
の
通
り
。 

優
勝
・
平
山
良
一(

四
九
、
四

六 

九
五
、H

D

十
八
、N

E
T

七

七 

二
位
・
松
岡
隆(

四
八
、
四

七 

八
一 

H
D

一
四 

N
E
T

八

一 

三
位
・
高
橋
範
幸(

四
一
、

四
四 

八
五 

H
D

四
、N

E
T

八

一 
B
B

賞
・
栗
原
逸
郎(

五
六
、

五
八 

一
一
四
、HD

二
五
、NE

T

八
九 

 

  

年
次
大
会
東
京
大
会 

新
理
事
長
に
よ
る 

特
別
座
談
会
を
開
催 

 

す
で
に
ご
案
内
の
通
り
、
全

日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
連

合
会(

田
中

祐
会

長)

主

催
の

「
第
五
十
九
回
年
次
大
会
東
京

大
会
」
は
、
来
る
１
０
月
１
３

日(

金)

に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
担
当
協
組
の
東
京
都

正
札
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
よ

り
、
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
当
日
は
式
典

の
前
の
午
後
二
時
か
ら
三
時
二

〇
分
ま
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
形
式
に
よ
る
「
全
国

新
理
事
長
に
よ
る
特
別
座
談
会
」 

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
左
記
の
通
り
。 

▽

新

理

事

長

と

し

て

の

抱

負
▽
自
身
は
な
ぜ
組
合
員
で
い

る
の
か
▽
「
理
想
と
現
実
」
▽

結
局
「
メ
リ
ッ
ト
」
と
は
何
か

▽
彼
ら
は
な
ぜ
去
っ
た
の
か
～

脱
会
理
由
か
ら
探
る
改
革
の
糸

口
▽
連
合
会
で
始
め
る
べ
き
新

た
な
モ
ノ
・
コ
ト
▽
成
功
し
て

い
る
業
界
団
体
事
例
▽
「
こ
ん

な
組
合
な
ら
必
要
な
い
」
▽
こ

れ
か
ら
の
「
組
合
の
可
能
性
」 

                                 

第 108 回ラベル会  優勝した平山理事長  

唯一の牛乳博物館も見学  つくば宇宙センターも見学  



近

年

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

や

カ

タ
ロ
グ
な
ど
の
商
業
印
刷
に
Ｕ

Ｖ

イ
ン
キ
が
使
用
さ
れ
る
ケ

ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
が
、
印

刷
工
場
、
製
本
工
場
、
光
沢
加

工
工
場
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｕ

Ｖ
イ
ン
キ
印
刷
物
の
損
紙
・
裁

落
が
腰
に
混
入
し
、
そ
れ
を
原

料
と
し
た
印
刷
用
紙
の
品
質
低

下
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
の
た
め
に
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
印

刷
物
の
損
紙
、
裁
落
は
、
下
図

の
よ
う
に
分
別
し
て
ほ
し
い
と
、

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
対
応
協
議
会

か
ら
要
望
が
出
て
い
ま
す
。

従
来
の

U
V

イ
ン
キ
印
刷

物
を
古
紙
と
し
て
再
生
し
た
印

刷
用
紙
は
黒
斑
点(

ダ
ー
ト)

が

油
性
イ
ン
キ
の
１
０
０
０
倍
も

残
っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
が
上

質
系
古
紙
に
混
入
す
る
と
、
製

紙
工
場
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
適
正
な
Ｕ
Ｖ
照
射
で

印
刷
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
対
応
型

U
V

イ
ン
キ
印
刷
物
を
古
紙
と

し
て
再
生
し
た
印
刷
用
紙
は
、

 

目

に

見

え

る

黒

斑

点

は

従

来
の
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
の
１
０
０
分

の
１
程
度
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

従

来

の

Ｕ

Ｖ

イ

ン

キ

印

刷

物
は
、
他
の
油
性
イ
ン
キ
の
印

刷
物
と
混
在
せ
ず
、
雑
誌
古
紙

と
し
て
排
出
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
対
応
型

U
V

イ

ン
キ
印
刷
物
は
上
質
系
古
紙
と

(

薄
物)

と
し
て
排
出
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
た
だ
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
対
応
型
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
で

も
過
剰
に
照
射
し
た
り
、
複
数

回
印
刷
し
た
場
合
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
適
性
が
低
下
す
る
た
め
、

雑
誌
古
紙
と
し
て
排
出
す
る
よ

う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
対
応
型
Ｕ
Ｖ

イ
ン
キ
と
は

従

来

の

Ｕ

Ｖ

イ

ン

キ

に

対

し
て
、
各
イ
ン
キ
メ
ー
カ
ー
が

各
種
Ｕ
Ｖ
印
刷
機
に
対
応
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
対
応
型
Ｕ
Ｖ
イ
ン

キ
を
開
発
し
ま
し
た
。
リ
サ
イ

ク
ル
対
応
型
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
に
は

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
型
高
感
度

Ｕ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
高

感
度
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
も
あ
り
ま
す
。 

リ
サ
イ
ク
ル
対
応
型

U
V

イ

ン
キ
を
使
用
す
る
際
は
、
対
応

し
た
印
刷
機
及
び
適
正
な
Ｕ
Ｖ

照
射
ラ
ン
プ
数
、
Ｕ
Ｖ
照
射
量

(

時
間)

で
印
刷
す
る
こ
と
で
、

上
質
系
古
紙(

薄
紙)

と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
対
応
型

U
V

イ

ン
キ
印
刷
物
の
損
紙
・
裁
落
は
、

従
来
の
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
印
刷
物
の

損
紙
・
裁
落
と
分
別
し
て
排
出

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
対
応

型
で
あ
る
高
感
度

U
V

イ
ン
キ

で
あ
っ
て
も
、
従
来
の

U
V

印

刷
機
に
か
け
る
な
ど
、U

V

照

射
を
過
剰
に
行
う
と
硬
化
が
進

み
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
阻
害
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
試
し
刷

り
な
ど
複
数
回
印
刷
機
に
か
け

た
場
合
も
同
様
に
リ
サ
イ
ク
ル

を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
硬
化
し
す
ぎ
た
リ

サ
イ
ク
ル
対
応
型
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ

印
刷
物
の
損
紙
・
裁
落
は
、
従
来

の
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
印
刷
物
と
同
様

に
雑
誌
古
紙
と
し
て
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
対
応
型

U
V

イ

ン
キ
の
仕
様
に
関
す
る
情
報
は
、

各
イ
ン
キ
メ
ー
カ
ー
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

詳

細

は

日

本

印

刷

産

業

連

合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

h
ttp

s
://w

w
w

.jfp
i.o

r.jp
/ 

UV インキ印刷物の損紙・裁落  

の分別にご協力ください 
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https://www.jfpi.or.jp/


 
 

  

 

 

 

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
は
、
五
月
二
十
九

日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
五
十
八

回
通
常
総
会
」
に
於
い
て
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
、

新
会
長
に
東
京
都
正
札
シ
ー
ル

印
刷
協
同
組
合
副
理
事
長
で
連

合

会

専

務

理

事

の

田

中

祐

氏

(

山
王
テ
ク
ノ
ア
ー
ツ
㈱
社
長)

を
選
出
し
ま
し
た
。 

総

会

は

議

長

に

田

中

浩

一

会
長
を
選
出
し
て
、
各
議
案
間

審
議
に
移
り
、
平
成
二
十
九
年

度
事
業
計
画
な
ど
各
議
案
す
べ

て
を
可
決
承
認
し
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
新
会

長
に
東
京
都
正
札
シ
ー
ル
印
刷

協
同
組
合
副
理
事
長
の
田
中
祐

氏
を
選
出
し
ま
し
た
。 

本

来

は

各

協

組

理

事

長

の

中
か
ら
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
す

が
、
正
札
シ
ー
ル
組
合
は
十
月 

    

に

年

次

大

会

を

控

え

て

い

る
た
め
に
、
今
年
は
変
則
で
田

中
浩
一
理
事
長
が
あ
と
一
年
理

事
長
に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
副
理
事
長
の
田
中
祐
氏

が
新
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

平

成

二

十

九

年

度

の

事

業

計
画
で
は
、
昨
年
「
技
術
優
良 

認
定
工
場
」
制
度
で
全
国
で
二

十
三
社
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
今
年
度
は
技
術
研
修

会
を
重
視
し
、
ラ
イ
ブ
中
継
や

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
を
通
じ

て
、
全
国
か
ら
一
人
で
も
多
く

参
加
し
て
も
ら
う
事
を
企
画
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

ま
た
、
財
政
難
と
い
う
問
題

も
避
け
て
通
れ
な
い
た
め
、
今

年
度
の
予
算
案
も
、
徹
底
的
な

無
駄
を
省
い
た
予
算
案
と
な
っ

た
。 田

中
新
会
長
の
挨
拶(

要
旨) 

「

一

点

目

は

業

界

の

水

平

連
携
、
垂
直
連
携
、
ハ
ブ
機
能

の
強
化
で
、
全
国
九
組
合
の
横

の
つ
な
が
り
と
関
係
官
庁
や
日

印
産
連
な
ど
の
縦
の
繋
が
り
、

二
点
目
は
組
合
員
の
継
続
性
に

資
す
る
情
報
提
供
で
、
企
業
は

継
続
性
が
大
事
で
あ
り
、
脱
退

の
多
く
の
理
由
が
廃
業
で
あ
り
、

全
国
の
五
五
〇
社
の
社
員
ま
で

合
わ
せ
る
と
そ
の
何
倍
も
の
人

が
い
る
。
そ
の
人
た
ち
の
生
活

を
担
っ
て
い
る
の
が
我
々
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
情
報
提
供
が

大
事
、
三
点
目
は
健
全
か
つ
盤

石
な
財
務
基
盤
の
再
確
立
で
、

何
年
も
続
い
て
い
る
財
政
赤
字

を
何
と
か
脱
却
し
て
、
会
員
か

ら
の
賦
課
金
や
出
資
金
を
預
か

っ
て
運
営
し
て
い
る
以
上
は
、

健
全
な
状
態
で
組
合
や
連
合
会

の
組
織
運
営
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
以
上
の
三
点
を
方

向
性
と
し
て
目
指
し
て
い
き
た

い
。
シ
ー
ル
印
刷
業
界
全
体
を

盛
り
上
げ
て
い
く
よ
う
、
微
力

な
が
ら
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

す
」 

 
新
役
員
は
次
の
通
り
。 

■
会
長
・
田
中
祐(

正
札
シ
ー

ル)

■
副
会
長
・
有
原
常
貴(

北

海
道)

、
池
原
賢
吾(

東
北)

、
田

中
浩
一(

正
札
シ
ー
ル)

、
平
山

良
一(

ラ
ベ
ル)

、
清
水
重
行(

神

奈
川
）
、
大
河
内
康
史(

東
海
北

陸)

、
大
槻
裕
樹(

京
都)

、
疋
田

賢
司(

大
阪)

、
坂
本
研
一(

九
州) 

 

こ
の
他
に
当
組
合
か
ら
は
弓

納
持
昇
氏
が
、
連
合
会
理
事
と

な
り
ま
し
た
。 

 

連
合
会
の
委
員
会
で
は
当
組

合
か
ら
次
の
方
々
が
委
員
と
し

て
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

■
技
術
・
特
許
委
員
会
・
北

島
憲
高
■
国
際
広
報
委
員
会
・

本
間
敏
道
■
経
営
委
員
会
・
大

澤
雅
純
■
環
境
委
員
会
・
清
宮

和
夫 

日
印
産
連 

印
刷
用
紙
の
値
上
げ 

に
反
対
表
明
を
提
出 

  

日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

山

田
雅
義
会
長)

は
、
製
紙
各
社
が

今
春
よ
り
印
刷
用
紙
を
十
五
円

以
上
、
情
報
用
紙
に
つ
い
て
は

一
〇
％
以
上
値
上
げ
す
る
と
発

表
し
た
こ
と
を
受
け
六
月
五
日
、

日
本
製
紙
連
合
会
を
訪
問
し
、

今
回
の
印
刷
・
情
報
用
紙
の
値

上
げ
に
対
し
て
、
四
月
か
ら
の

用
紙
値
上
げ
が
印
刷
需
要
の
縮

小
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
結
果

と
し
て
さ
ら
な
る
用
紙
需
要
の

減
少
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
を

説
明
の
上
、
構
成
十
団
体
と
の

連
名
で
反
対
表
明
を
提
出
し
ま

し
た
。 

 
ま
た
、
日
印
産
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
も
掲
載
し
ま
し
た
。

五
面
が
そ
の
全
文
で
す
。 

                                 

 

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
連
合
会 

 
 

新
会
長
に
田
中
祐
氏(

山
王
テ
ク
ノ
ア
ー
ツ)

が 

新会長の田中祐氏  



平成 29年 6月 5日 

日本製紙連合会 御中 

 

印刷・情報用紙の値上げに対して反対します 

 

一般社団法人 日本印刷産業連合会 

印刷工業会 

全日本印刷工業組合連合会 

日本フォーム印刷工業連合会 

一般社団法人 日本グラフィックサービス工業会 

全日本製本工業組合連合会 

日本グラフィックコミュニケーションズ工業組合連合会 

全日本シール印刷協同組合連合会 

全国グラビア協同組合連合会 

全日本スクリーン・デジタル印刷協同組合連合会 

全日本光沢化工紙協同組合連合会 

                         

今般、製紙各社は印刷用紙について 15円以上、情報用紙について 10％以上値上げをすること

を発表されました。用紙は印刷における原価の中で最も大きな割合を占めており、需要が減少し

ている中での用紙価格の引き上げは、さらなる需要の減少に大きく影響を与えることは必須であ

ります。 

 

印刷出荷額については、1991 年をピークに下がり続けており、その減少に歯止めがかかって

おりません。用紙の動向についても貴連合会のご報告の中にありますが、印刷・情報用紙の内需

は 2006年をピークに縮小が続いており、2016年もマイナス幅は縮小したものの、10年連続の

減少とされております。その背景には出版市場の減速、印刷媒体から電子媒体への急速な移行、

ペーパーレス化等があり、この分野の印刷媒体の市場規模の減少化は極めて深刻な実態にありま

す。印刷各社はこうした状況下にあっても顧客から求められる印刷媒体を、より高品質で低コス

トに提供するとともに環境への配慮や情報セキュリティへの取り組みを進めることにより、社会

の期待に応えてまいりました。 

 

このような中での今回の製紙各社における印刷用紙・情報用紙の値上げ要請は、印刷各社の努

力を無にすると同時に、用紙の値上りが得意先の紙離れ・電子媒体への移行に拍車をかけること

に繋がり、結果として印刷・情報用紙の内需及び印刷需要を大きく減少させることになります。

これ以上の加速的なマーケットのシュリンクによる紙の使用量の減少は、製紙業界にとっても、

印刷産業界にとっても価格改定で挽回出来ない程のダメージになりかねません。また、同品種の

巻取りと平判の非合理な価格差も拡がっています。これらについて、約 8,000社の会員を抱える

業界団体としては容認できるものではありません。今回の印刷・情報用紙値上げ要請に対して、

日本印刷産業連合会及び印刷 10団体は反対を表明いたします。 

 

製紙業界と印刷産業界は常に両輪の関係であり、困難な状況に面しても今後益々の共通認識と

相互理解を持って対処していくことを要望いたします。 

 

以 上 



■
甲
状
腺
の
病
気
と
は 

甲

状

腺

は

首

の

輪

状

軟

骨

と
い
う
骨
の
前
に
あ
る
ホ
ル
モ

ン
を
作
る
臓
器
で
す
。
甲
状
腺

に
異
常
が
な
い
時
は
触
っ
て
も

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か
の

病
気
を
発
症
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は
甲
状
腺
は
腫
れ
て
く
る
の

で
判
断
は
容
易
で
す
。 

               

甲

状

腺

が

は

れ

て

し

ま

う

原
因
は
以
下
の
も
の
が
考
え
ら

れ
ま
す
。 

・
バ
セ
ド
ウ
病 

・
橋
本
病 

・
甲
状
腺
腫
瘍 

■
バ
セ
ド
ウ
病
と
は 

バ

セ

ド

ウ

病

は

甲

状

腺

か

ら
分
泌
さ
れ
る
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
が
多
量
に
分
泌
さ
れ
、
全
身

の
代
謝
が
高
ま
る
病
気
で
す
。 

原
因
は
血
液
中
に

T
S

H

レ
セ

プ
タ
ー
抗
体
（T

R
A

b

）
が
で
き

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
抗
体
が
甲
状
腺
を
刺
激
し

続
け
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
、 

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
過
剰
に
作

ら
れ
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
バ

セ
ド
ウ
病
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。 

ま
た
、
家
族
に
甲
状
腺
の
病
気

を
患
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
に
こ

の
病
気
も
多
い
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、 

遺
伝
的
要
因
が
関
係
し
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

バ
セ
ド
ウ
病
は
ホ
ル
モ
ン
の
多

量
分
泌
に
よ
り
全
身
の
代
謝
が

高
ま
っ
て
し
ま
う
病
気
な
の
で
、

症
状
と
し
て
は 

・
食
欲
が
あ
る
の
に
体
重
が
落

ち
る 

・
暑
が
り 

・
全
身
に
汗
を
か
く 

・
手
足
が
震
え
る 

・
甲
状
腺
が
腫
れ
る 

・
眠
れ
な
い 

・
息
切
れ
を
起
こ
し
や
す
い 

・
イ
ラ
イ
ラ
す
る 

・
か
ゆ
み
が
あ
る 

・
眼
球
の
突
出 

な
ど
様
々
な
症
状
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。 

 

バ
セ
ド
ウ
病
は
女
性
の
１
０

０
人
に
１
人
は
発
症
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
決
し
て
稀

な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

■
橋
本
病
と
は 

橋

本

病

は

甲

状

腺

に

炎

症

が
起
き
て
い
る
病
気
で
す
が
、 

細
菌
が
入
り
込
ん
で
炎
症
を
起

こ
す
の
で
は
な
く
、
自
己
免
疫

に
異
常
に
よ
り
起
こ
る
炎
症
で

す
。 炎

症

と

い

っ

て

も

何

年

も

か
け
て
ゆ
っ
く
り
進
行
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
自
覚
症
状
に
乏

し
く
、
顔
面
が
腫
れ
ぼ
っ
た
い

も
し
く
は
む
く
ん
で
し
ま
う
と

い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
よ
う
や

く
橋
本
病
に
気
が
付
く
と
い
う

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
他
、
橋
本
病
の
症
状
と

し
て
は
記
憶
力
の
低
下
や
便
秘
、

眠
気
、
寒
気
な
ど
が
あ
り
、 

さ
ら
に
症
状
が
進
行
す
る
と
顔

面
の
む
く
み
な
ど
が
出
て
き
ま

す
。
治
療
に
関
し
て
は
甲
状
腺

の
機
能
が
正
常
で
、
甲
状
腺
腫

も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
け
れ
ば

治
療
は
特
に
行
い
ま
せ
ん
。 

■
甲
状
腺
腫
瘍
と
は 

甲

状

腺

腫

瘍

に

は

良

性

の

も
の
と
悪
性
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
良
性
の
腫
瘍
に
関
し
て
は
、 

甲
状
腺
の
細
胞
が
自
律
的
に
増

殖
し
て
で
き
る
も
の
で
す
が
、

外
部
か
ら
甲
状
腺
が
刺
激
さ
れ

る
と
過
形
成
を
起
こ
し
て
、
や

は
り
甲
状
腺
が
は
れ
ま
す 

甲

状

腺

の

ガ

ン

は

乳

頭

が

ん
、
濾
胞
が
ん
、
未
分
化
が
ん
、

髄
様
が
ん
が
あ
り
、
乳
頭
が
ん

や
濾
胞
が
ん
は
予
後
が
い
い
で

す
が
、
未
分
化
ガ
ン
に
関
し
て

は
１
～
１
．
５
年
で
９
５
％
が

死
亡
し
て
し
ま
い
、
予
後
は
非

常
に
悪
い
で
す
。 

 

乳
頭
が
ん
や
濾
胞
が
ん
は

甲
状
腺
の
腫
れ
以
外
に
ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
が
な
い
為
、 

健
康
診
断
な
ど
で
偶
然
発
見
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。 

一
方
の
未
分
化
ガ
ン
は
急
速
に

腫
れ
が
進
行
し
、
痛
み
や
発
熱

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。 

さ

ら

に

症

状

が

進

行

し

て

し
ま
う
と
、
甲
状
腺
が
腫
れ
て

し
ま
い
、
物
が
の
み
込
み
に
く

く
な
っ
た
り
、
呼
吸
が
苦
し
く

な
る
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。 

 

い
ず
れ
の
場
合
で
も
早
め
に

内
科
や
甲
状
腺
化
の
あ
る
病
院

で
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
大
事

で
す
。 

 

《
参
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No146 健康がいちばん !   

意外と知らない甲状腺 

バセドウ病、橋本病、腫瘍など 

 

http://wadai107.com/



